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　公務員の仕事と行政サービスはこう変わる！ 木通　秀樹
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日本の未来の大問題
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地域と大学
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　電子認証ペーパーレス入門
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自治体職員が書いた子ども・子育て支援新制度の基礎がわかる本 水畑　明彦 デザインエッグ株式会社

丹羽　宇一郎 PHP研究所

※参考資料：環境省「平成30年春におけるスギ・ヒノキ花粉の実測総飛散量」 

 最近、少し暖かくなり、春を感じる気候となってきましたね。
これからの季節は、花見をしたり、イチゴ狩りに行ったりと、
お出かけする機会が増えて嬉しい反面、花粉症の方には辛い季
節でもあります。日本人の約4人に1人が花粉症であると聞いた
ことがありますが、私もそのうちの一人です。今回はそんな
人々を悩ます花粉症、中でも今がピークのスギ花粉と、これか
らピークを迎えるヒノキ花粉について調査してみました。 

 まだまだ花粉の季節が続きますので、対策や予防をしっかり行い、体調を崩すことのないよう、楽しい春を過ご
しましょう！ 

 まず、スギ花粉が一番多かったのは、栃木県の11,294個/cm²、続いて静岡県9,403個/cm²、福島県8,570個/cm²で
す。和歌山県は643個/cm²、栃木県のわずか約18分の1でした。ちなみに、スギは日本特有の木であるため、スギ花
粉症が問題となっているのは日本だけだそうです。 

 次にヒノキ花粉ですが、一番は静岡県の22,351個/cm²、そして栃木県10,828個/cm²、鳥取県7,398個/cm²でした。
和歌山県は1,175個/cm²で16番目でした。スギ・ヒノキの両方を合わせた飛散量は、測定地域の中で2番目の少なさ
でした。毎年花粉症に悩まされ、ひどい時には発熱したこともあったので、和歌山県の飛散量の少なさに驚きまし
た。 

 ではさっそく、和歌山県のスギ花粉とヒノキ花粉の飛散量は
全国と比べてどうなのか、環境省の昨年の実測総飛散量（24地
域で測定）のデータを基に、みていきたいと思います。 


